
《も て な し研究会》

日 本庭園の も て な し デザ イ ン

1. は じ め に

造園植治デ ィ レ ク タ ー ／」ヽ 川 勝令章

本来は宿泊施設の庭園にフ ォ ー カスを絞ってお話を進めさせて頂くべきなのでありまし

ょ う。 しかしながら今回 は色々とご配慮を頂いて 「日本庭園の もてなしデザイン」 とのテ

ー マを頂戴しました。 少々緊張しつつ も、 このテ ー マを楽しませて頂く事とします。

このテ ー マに は三つの ワ ー ドが組み込まれています。 日本庭園、 もてなし、 デザイン。

（日本と庭園に も分けるべきなのか もしれませんが。 ）
ち ょ っと発想 は硬いのですが、 日本庭園、 もてなし、 デザインそれぞれについて掘り下

げてみる事とします。

2 . 日 本庭園 と は ～概念編～

では概念的に考えてみます。 お庭って何であろう。

私は想います。「お庭とは自然への憧れを象徴化した もの 」 であると。

人は自然に対し憧れを抱きます。 崇拝 もします。 恩恵 も受けます。 感謝 もします。

自然。 一言に自然といって も それぞれの国、 それぞれの地域によ って異なります。 それ

ぞれの人によ って惑じ方 も様々です。

日本に も独自の風土があり、 そこで育まれる日本人の感性に も独自の ものがあります。

日本人の憧れた自然の姿がある訳です。

お庭。 人はお庭の中において自然の面影を求めます。 お庭の中で憧れの象徴を表現しよ

うと試みます。

世界には多様なお庭があります。 それぞれの国、 ぞれぞれの地域、 それぞれの人。 それ

ぞれの自然への憧れがお庭の中で表現されます。

日本において も例外ではありません。

日本庭園或い は和風庭園という括り は極めて大雑把で曖昧な もので はあ り ます。 ですが

思い描く理想の自然、 憧れる自然は日本のお庭の中において強く表現され、 また象徴化さ

れています。 オリジナリティ ー に溢れています。
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3 ■ 日 本庭園 と は ～実際編～

しかしながら普段私が接しているお庭はそんな恐れ多いものではありません。もっと身

近な存在です。

お庭って何であろう。おそらく答えは一つではないのでしょう。

「このお座敷からお庭を観ているととても心が落ち着く。」

「縁側でお庭を眺めていたらいつの間にか眠ってしまった。」

「何だか今日は樹々が笑っているなあ。」

「鳥達が騒いでいる。明日は雨だろうか。」

「雨の音が心までしっとりとした安らぎを与えてくれる。」

等といった素直な想い。人とお庭の間で授受されるダイレクトなやりとりが本来なのでし

ょう。

そんな気持ちにさせてくれるお庭がとても好きな私なのです。

4 ■ お も て な し と は ～概念編～

「おもてなし」 って素敵な響きの言葉です。

でも私の場合、イメ ー ジを先に重視し、何だか漠然と使ってしまいそうな言葉です。よ

って広辞苑さんにお伺い を 立ててみました。

もてなしとは。偉大な広辞苑さん曰く 「とりなし、たしなみ、あしらい、ご馳走。」なる

ほど。しかしながら少し ドライな響きに変わってしまいました。
一方、私がイメ ー ジするおもてなしとは、「相手の方に慶んで頂こうとする事」 であり、

尚且つ「そ れによって 自ら自身も慶べる事」であります。

お茶の世界においては、「亭主、客人双方が相手の心を推し量り、慶ぶところを見出そう

とする。また双方がそれに応えようとする。」のです。

相手の心を気遣うという事は仕事に限らず、人が生きて行 く 上で当たり前な事です。そ

の当たり前な事が出来るという事はとても素敵な事だと感 じ る訳です。これ こ そがおもて

なしそのものではないのでしょうか。

5 . お も て な し と は ～実際編～

ではお庭におけるおもてなしとは。

私は慶んで頂ける方のお顔を求めてお仕事をさせて頂きます。この方に慶んで頂きたい。

ここからお庭を眺めて慶んで頂きたい。こんな風に安らいで頂きたい。楽しんで頂きたい。
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理屈を抜きにして もお慶び頂きたいと考えている訳です。

で も人に慶んで頂くには、 お庭に慶んで もらわなければなりません。

怒ったお庭を目にして、 慶んで頂 ける訳がありませんから。

お庭に慶んで もらうには、 お庭を構成しているそれぞれに慶んで もらわねばなりません。
石や水や樹木等それぞれが微笑んでいるのであれば、 お庭全体 も微笑んだ ものとなりま

す。 微笑んだお庭は人を包み込み、 人に も索敵な微笑を もたらせてくれます。

例えば石。 どんな大きな岩であろうとどんな細かな 砂利であろうと、 形成されるまでに

費やされた時間は途方 もない ものです。 とて もたくさんの物事、 時間が凝縮されています。

その様な石。 一つずつを注視してみると、 石 も穏やかな顔、 険しい顔、 のっぺりとした

顔を持っています。 それぞれの素敵な顔を如何に素敵に演出出来るかが私達の仕事です。

例えば水。 穏やかな流れ、 険しい流れ、 遊んでいる 様な流れ。 同じ水を用いて も様々な

表現が可能な訳です。

例えば樹木。 どんな樹木に も一番良い顔があ ります。 そうです。 樹木は皆、 太陽に向か

って笑った顔を見せています。 皆、 太陽がとて も好きなわけです。

しかしながら最近は悲しい樹木をよ く見かけます。 公共事業用の樹木達です。 公共事業

は図面の上、 紙の上で線を引かれ決められた ものが全て正解となります。

よ って樹木は高さ・幅・幹周といった ものは数字で指定されてしまいます。 結果公共事

業用の樹木としてその 条件に見合った規格品ばかりが養殖されて行く事となりました。

立派な大枝を誇った大木 も公共事業用に その枝を落 と され、 電柱の様な状態に仕立て直

されています。

樹木の表情等お構いなしに、 誰がどの様に植えて も同じ状態になる。 この様な無機質な

状態が現在の主流となりつつあります。

人と同じです。 それぞれの持ちうる最 も素敵な個性をオリジナリティ ー を最 も素敵に演

出出来ればと考える最近です。

6 . デザイ ン と は ～概念編～

デザイン。 設計、 意匠。

やはり それをいち早く感じ取り、 最 も認識出来るのは五感の中で も視覚なのでし ょ う。

ではお庭においてその視覚、 視線はどの様に誘導されているのでし ょ うか。

私達は庭園においてスト ーリ ー を構成し、 創造していきます。 スト ー リ ー に基づいて人

を誘導する。 その際における格好の媒体となるのが視覚である訳です。

そのスト ーリ ー の組立ては様々であります。 起承転結で表される もの もあれば、 端的に

結論を求める もの もあります。
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先に も触れましたが、 自然に対する憧れのス タイルが様々である為、 スト ーリ ー の表現
も様々です。

例えば古来日本庭園のスト ーリ ー は陰陽五行説の思想に由来する もの も多くへ見受けられ

ますが、 ニュ ー ジ ー ラン ド等では色彩の変化によ りスト ーリ ー を構成立てています。

スト ー リ ー はその時々によ り変革する事 もあり得ます。 管理が行き届かずスト ーリ ー が

途切れる事 もあれば、 歴史を積み重ね重厚なストーリー に書き加えられる事 もあります。

スト ー リ ー 無き庭園、 無きに等しい庭園 も存在します。 創り手が表現する情報に その本

質がない場合、 スト ー リ ー を読みとろうとした鑑賞者は落胆若しくは混乱する事と もなり

かねません。

スト ー リ ー の構成にあた っ ては、 要所要所において見所を設けます。 ところが見所を設

け過ぎ、 眼の置き所に苦慮する庭園 も存在します。 常にクライマックスばかりを迎えてい

る庭園であります。 一方、 何の見せ場 もなくスト ーリー を終えてしまう庭園 も存在します。

その多くの場合、 「綺麗な櫻だったね。 」 等と云ったスト ーリ ー その ものからはおよ そほど
遠い回答しか得る事が出来ません。

この様にスト ーリー を授受する上において視覚は格好の媒体となり得ます。 （少々デザイ

ンから視覚ヘテ ー マをすりかえた感 も否めませんが。 ）

7. デザイ ン と は ～実際編～

本来庭園を創造する際においてのデザイン、 ス タイルに決まり事はありません。 自由で

す。 人に慶んで頂く為の手法は様々である訳です。

ところが作庭記や築山庭造伝（前編・後編）といった作庭におけるマニュアルは存在し、

現在において もそれ等を崇拝する傾向は残っています。

この様な マニ ュ アルの中には親切なのか、 有難迷惑なのか、 非常に事細かく記された も

の も存在します。 真行草それぞれにおいての地割りを設定する。 さらには石及び樹木の一

つ一つに至るまでその配置を指定し、 それぞれに名前までを付けてみる。 守護石、 不動石、

水分石、 正慎木、 寂然木、 夕陽木。 この様な もののみに捕らわれる事は危険ですが、 これ

等は明らかに人の視線を意識した ものであり、 視線を誘導しよ うとする ものであります。

その様な中において例えば滝見石。 最 も美しく滝を拝める位置、 角度に据えられている

石があります。 その石の上からの視線を最 も意識して創り手は滝を組む訳です。

例えば舟着石。 文字通り舟に乗る為の足掛かりとなる石です。 実際池に舟が浮かぶ事が

無い場合において も、 その石によっで情景を思い描く事が可能となる訳です。

同じ様に池に面し据えられる石であって も、 それぞれの果たす役割は異なります。 方や

滝への、 方や舟への最良の ビュ ー ポイントとなり得る訳です。
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8. 日 本庭園と は ～宿泊施設編～

宿泊施設のお庭。 そのスペシャリス ト の皆様の前で私が大きな事を言える立場ではあり

ません。 ですが、 集中砲火を浴びる事を覚悟で、 私の主観を述べさせて頂きます。 ここか

ら私はサン ドバックになります。

宿泊施設のお庭、 そのバリエ ー シ ョ ンは多様です。 立地条件一つとって も都市型の もの

とリゾー ト型の ものとではお庭の存在意義自体 も変容してきます。

失礼な発想か もしれませんが、 都市にあるか、 郊外にあるか、 秘境にあるかによ りお庭

の果たす役割は異なってきます。

都市と郊外では 占 有出来る土地の広さ も変わってきます。 気象条件の違いに も影響され

ます。 しかし決定的な相違はやはり自然に対する想いです。 自然に対する憧れ方です。

車で何時間か走らねば山や川に触れる事が出来ない都会と、 家の窓から山々を臨める郊

外とでば憧れる自然の象徴が異なります。 表現されるお庭が異なります。

宿泊施設の場合の状況は もっと特異であるはずです。

土地柄のみならず様々な条件によ り相違があります。 利用者の求める ものは宿泊なのか、

料理なのか、 温泉なのか、 近くのゴルフ場なのか、 オ ー ナー の人柄なのか。 一つではない

場合が多いでし ょ う。

お庭の求められている ものは意匠的な ものだけなのか、 機能的な ものだけなのか。 若し

くはその両方なのか。

複合的になればなる程、 憧れる自然、 表現されるお庭の幅 も広がっていきます

9. お も て な し と は ～宿泊施設編～

「如何に慶んで頂けるか、 自ら も慶べるか。 」

今回幾つかの宿泊施設を廻らせて もらったのですが、 一つの料理旅館が印象的でした。

お料理は美味しかったです、 とて も。 で も美味しさのコストパフ ォ ー マンスを求めるの

なら、 違う所でお食事をすべきでし ょ う。

私の興味はお庭にありました。 結構心配りの利いたお庭の造りでした。 で もお庭のウィ
ー クポイント も多々見受けられました。

建物 も立派でした。 良い感じの書院。 一部屋一部屋趣は違いましたし、 ナグリのチ ョ ウ

ナのかけ方だけ も、 ダイナミックな ものや緻密な ものがあり、 楽しめました。

その様な中において、 その場になる事自体をを楽しく感じました。 ト ー タルの雰囲気を

心地良く感じました。

どうしてそんな心持になれたかと想うと、 人の想いやりを感じ取れたからなのでし ょ う。
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働いてらっし ゃ る方々の振る舞いから、 直接的に心地良さも感 じ ます。

出されたお料理を見ても、 一手間、 二手間かけたものばかりです。卵を焼くのに小一時

間は掛かっているそうです。

お庭も丁寧にお掃除がされています。床の間のお華もお客を迎える毎にチ ェ ッ クしてい

る様です。

お部屋も清潔でした。破れた障子をイチ ョウ型に取り繕っていたところも懐かしく、 微

笑ましく想いました。

やはり人の思いやりが一番のおもてなしなのです。人から直接に感 じ る事もあれば、 物

を通して間接的にも感 じ る事もあります。お庭からも惑 じ る事もあります。

今回料理旅館の女将さんにお話を伺ってきました。美しい方だったので楽しくて、 かな

りの時間お話させてもらいました。

女将さんはおっしゃ います。

「お客、 女将を始めとする従業員、 お料理。それらが三位一体となってバランスが生ま

れ、 良い空間が生まれる。」

「お客の一言二言から色合いを判断し、 自らは無色で接していくと色 々 なものが見えて

く る。」

「女将が偉い訳ではない。仲居は仲居、 板前は板前。それぞれがプ ロ意識を持ってい

る。」

そうなのです。どんなお仕事も同 じ なのです。

当然、 旅館とホテルではそのおもてなしのスタイルも異なります。しかしながら建物に

しろ、 お庭 にしろ、 コ ー ヒ ー にしろ、 ベ ッ ドメ イキングにしろ、 込められた想いやりの分

だけ、 心地良さが生まれる。その様に感 じ た心地良いひと時でした。

1 0. デザイ ン と は ～宿泊施設編～

デザインに関しては先程より視線の誘導に纏わってお話をさせて頂いています。

宿泊施設の 日 本庭園において、 特に京都においてはストー リ ー が崩れているお庭を多々

見受けます。今となっては視線はおかしなところにしか誘導されないお庭が多々あります。

これは次の様な事に起因しています。

ホテル等の宿泊施設の中において、 良いお庭があるとされているもの。その殆どはお庭

自体にスト ー リ ー を失っています。

どうしてなのでしょうか。それはお庭のオ ー ナ ー が変わったからです。お庭がそれまで

果たしていた役目とは違った役 目 を背負わされたからです。

京都において、 良いお庭とされているものの多くはかつて個人の所有であったものです。
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例えば国際ホテル、都 ホテル、平安会館、洛翠、白河院。いずれもかつては一人の人の慶

びだけを追及していました。

この方にここから見 て頂きたい、そう想いを込めた ビュー ポ イントが用意されていまし

た。

ところが時代は移ります。オ ー ナ ー は変わります。敷地の大きさ やその他の条件から宿

泊施設に生まれ変わる事もあります。

そこからお庭のスト ー リ ー は崩れ始めます。建物は全て取り壊され、大きな改修を受け

る事となります。

その様な中においてお庭についてはその見た目だけを重宝がられます。しかしながら大

きな庭をそのまま残すといったパター ンは稀であります。

インパクトのある池や滝組だけを無理やり残す。池もその一部を寸断して切り取る様に

残す。

または建物を新たに建てる上で都合のよい部分だけを残す。

いずれのパター ンも見た目だけを取り繕おうとしているだけなのです。お庭のスト ー リ
ー は失われてしまうのにもかかわらず。

このお部屋からこの樹の枝を透かしてあの池を眺めてもらいたい。灯籠の火袋はこの入

口の足元を照らし、この跨いで手を清めお部屋に入ってもらいたい。この橋を渡りながら

振り返ると家族が縁側から手を振っている。この滝は間近から見ても、滝見石から見ても、

建物のお二階から見ても素敵なのだ。… …。色々な ビュー ポイントがあった訳です。

お庭の一部を取り残し、周りに新たな建物を建てた時。お庭の崩れたスト ー リ ー を新た

なストー リー に書き換える必要が あります。

何もお庭を全て壊せという事ではありません。そのお庭を受け継 ぐ事に慶びを見出し、

それまでの慶びに自らの慶びを重ねなければなりません。

ビュー ボ イントに合わせ、樹木、石の振り（角度）や高さを変えてみたり。歩きやすく

飛び石を打ち変えてみたり。

新たな ビュー ポ イントを造らねばなりません。新たな慶びを求めなければなりません。

私はそう想います。

ただでさえ取り巻く環境は激変しているのです。個人のためのものが、公に近いものと

なり。借景と呼ばれていた山も見えなくなり。以前の日本家屋が ス タ イリ ッ シュなものに

なり。

そういった諸条件に対応していかねばなりません。お庭を保存していると言った場合、

上辺だけのものをよく目にします。しっかり と 現在の慶びを見出さねばなりません。

一方、お客の目線をしっ かりと意識してスト ー リ ー 建てられた宿泊施設においては色々

な角度からの楽しみを見出せます。
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お部屋において座った人の目線は斜め下を向きます。 斜め上から目線を誘導して も最終

的には斜め下に落ち着きます。 部屋それぞれにおいて その位置にお庭のス ト ーリ ー を設け

ます。

い ざお庭の外に出てみ る と それぞれの部屋の それぞれのス ト ー リ ー は繋がって全体のス
ト ー リー となります。 目線は斜め下から斜め上へ。 そしてまた下へ。

ポイン ト とな る ものやラン ドマ ー ク とな る ものを追って。 また水の流れや飛び石の配置

を追って、 目線は上下左右に誘導されます。 この目線の動きは空間のスケ ー ルの大きさを

醸し出します。

優れたお庭には幾つ ものス ト ーリ ー を感じ取れる わけです。

ただプライベー ト なお庭と宿泊施設のお庭との間には決定的な相違があります。 それは

お庭の表裏です。 プライベー ト なお庭には存在す る お庭の表裏を宿泊施設のお庭において

眼にす る 事は稀です。

何 も表が良くて裏が悪いという事ではありません。 私は樹木のお手入れ一つを取って も

表裏を設けます。 陰陽の発想なのでし ょ う。

裏、 陰は表、 陽を引き立てます。 表、 陽は目立った部分でありますが、 裏、 陰 は生活に

近い部分、 身近な部分といえます。

具体的にいえば、 勝手口から見え る お庭や、 お手洗いの窓から見え る お庭。 プライベ ー

ト に近付けば近付くほど、 裏、 陰の部分といえ る でし ょ う。 当然例外 もありますが。

しかし それらは決してネガティ ブな ものではありません。 表、 陽の部分とはまた異なっ

た角度からの ビュ ー ボイン ト であり、 生活に密接した ものであります。

プライベ ー ト ガー デンの特徴であ る 裏、 陰の部分。 これが宿泊施設等、 商業ベ ー スのお

庭には見受けられません。 実際存在して もお客が触れる 事はありません。

多くの場合、 そういったお庭はどこから見て も表、 陽の顔をしています。 八方美人的に

お庭は造られます。 色んな表情を持っていて も表の顔をしてい る 。

そんなお庭。 よ く出来てい る ものは ト ー タルのス ト ー リ ー も保たれ、 お庭に出て散策し

て もス ト ー リ ー が成立しています。 しかしながら一つ一つのお部屋に表、 陽の顔を向けて

しまった結果、 お庭 ト ー タルの存在をおろ そかにしてしまうケ ー ス もあり得ます。 そうい

った場合お庭の真ん中に裏、 陰が来てしまったりす る 場合 も見受けられます。

加えて滝について も触れさせて下さい。

水とはお庭に動きを与え る ものです。 水を用い る か否かによ ってお庭の表現の幅は大き

く異なります。

逆にいってしまえばただの壁面に水が流れてい る だけで動きが生まれ る のです。 それ程

水は偉大な ものです。
水は視覚のみならず聴覚に も訴え掛けて来ます。 （ もちろん味覚や嗅覚に も訴え掛けて来
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ます。 ）心地よ く水の流れる音は安らぎを与えてくれます。 水琴窟、 シシオ ドシ、 水車、 水
を利用した装置 もありますが、 雨音を聞いているだけで もしっとりとした心になれます。

そんな中において宿泊施設に特徴的な ものが滝であります。 狭い奥行きであって も空間

いっばいを利用する事が出来ます。

水の流れ は縦の流れなので色々な場所から見上げて もお庭の主役を見ている事となりま

す。

滝は荒々しくに も、 穏やかに も表現出来ます。 自然的に も造形的に も表現出来ます。

ラウンジで コ ー ヒ ー を飲むお客さん は 、 何時間 も滝を見つめている訳で はありません。

ほんの一時触れる滝の流れは 、 心の疲れを洗い流してくれるのか もしれません。

11. さ い ごに

色々とお聞き苦しい話だったかと想います。 如何に慶んで頂けるか、自ら も慶べるか。

お庭を通じて今後 も そのテ ー マを楽しませて頂きたいと考えています。 有難 う ご ざいまし

た。

(2002年3 月 9 日 、 も て な し 文化研究会講演 に基づ く ）
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